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研究成果は、国際科学雑誌「Thrombosis and Haemostasis」に 

2019 年２月 5 日掲載 
 
 

公立大学法人名古屋市立大学（以下「名古屋市立大学」という。）では、環境省及び国立

研究開発法人国立環境研究所（コアセンター）をはじめ、全国 15 大学・機関（ユニット

センター）とともに、子どもの発育や健康に影響を与える化学物質等の環境要因を明らか

にし、次世代の子どもたちが健やかに育つことのできる環境の実現を図ることを目的とし

て、「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」を行っています。 

 

今回、平成 28 年 4 月に固定が終了した約 10 万人を対象として、日本人の妊娠中の静

脈血栓塞栓症の頻度と危険因子について調べました。 

その結果、日本では静脈血栓塞栓症の頻度はおよそ 7.5 人/1 万妊娠であり、欧米と同

等の頻度が確認されました。また、子宮内膜症、習慣流産の既往歴が、静脈血栓塞栓症の

新たな危険因子であることが明らかになりました。さらに、切迫流産、切迫早産、早産、

帝王切開術は、これまでの報告と同様に、日本人にとっても危険因子であることがわかり

ました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

ポイント 

 子宮内膜症および習慣流産の既往歴が静脈血栓塞栓症の新たな危険因子であること

が明らかになりました。 

 日本人の妊娠中の静脈血栓塞栓症の頻度について調べました。 

 静脈血栓塞栓症の危険因子について調べました。 

 日本では静脈血栓塞栓症の頻度はおよそ 7.5 人/1 万妊娠であり、欧米と同等の頻度

が確認されました。 

 国外の先行研究の結果と同様に、切迫流産、切迫早産、早産、帝王切開術は、日本人

にとっても静脈血栓塞栓症の危険因子であることがわかりました。 

 
*本研究は環境省の予算により実施しました。本発表の内容は、すべて著者の意見であり、
環境省の見解ではありません。 

名古屋教育医療記者会、名古屋市政記者クラブと同時発表 

子宮内膜症および習慣流産の既往歴が 
静脈血栓塞栓症の新たな危険因子であることが明らかになりました 
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【研究の背景】 
子どもの健康と環境に関する全国調査（以下「エコチル調査」という。）は、環境が子ど

もの健康にどのように影響するのかを明らかにし、子どもたちが安心して健やかに育つ環

境をつくることを目的に、2010 年度に開始された大規模かつ長期に渡る調査です。胎児

期から小児期の環境因子が、子どもの健康と成長にどのように影響するかを、参加する子

どもが 13 歳になるまで追跡調査します。調査期間は 5 年間のデータ解析期間を含み、

2032 年度までを予定しています。エコチル調査は、全国 15 大学・機関のユニットセン

ターで実施され、東海地域では名古屋市立大学が調査拠点となっており、各関係機関が協

働して実施しています。 

 

血流が悪くなったり、血液が固まりやすくなったりすると、血管の中に血栓ができるこ

とがあります。手足の静脈に血栓ができた場合を「深部静脈血栓症」と呼び、できた血栓

が肺の動脈に詰まる場合を「肺塞栓症」と呼びます。これら「深部静脈血栓症」と「肺塞

栓症」を合わせて、「静脈血栓塞栓症」と呼びます。 

 

我が国において血栓症はこれまで、比較的稀であるとされていましたが、生活習慣の欧

米化などに伴い近年増加傾向にあるとされています。特に、妊娠時は、妊娠していない時

に比べ、発症のリスクが高まりやすいとされています。 

 

しかしながら、我が国における血栓症に関する研究は十分に蓄積されてきたとは言え

ず、とりわけ、妊婦の方の経過を追跡していく大規模調査において、日本人の妊娠中の静

脈血栓塞栓症の頻度や、静脈血栓塞栓症の発症に関わる要因を調べた研究は行われおりま

せん。そこで我々は全国 10 万人の妊婦の方に協力をいただき、妊娠中の静脈血栓塞栓症

の頻度や、静脈血栓塞栓症の発症に関わる要因について検討しました。 

 

【研究内容と成果】 
本研究では、エコチル調査における 103,070 妊娠のデータを用いて、静脈血栓塞栓症

の頻度を調べました。また、年齢、BMI、既往歴、既往妊娠、生活習慣、妊娠合併症など

のうち、どの要因が静脈血栓塞栓症の発症に関わるのかについて調べました。 

 

その結果、日本では静脈血栓塞栓症の頻度はおよそ 7.5 人/1 万妊娠であり、欧米と同

等の頻度が確認されました。また、子宮内膜症、習慣流産の既往歴が、静脈血栓塞栓症の

発症に関わる新たな要因であることが明らかになりました。さらに、切迫流産、切迫早

産、早産、帝王切開術は、これまでの報告と同様に、日本人にとっても危険因子であるこ

とがわかりました。 

 

以上の結果から、子宮内膜症、習慣流産、切迫流産、切迫早産、早産、帝王切開術は静

脈血栓塞栓症の危険因子となりうるため、妊娠中及び産褥の血栓予防のために注意を払う

必要があるといえます。 
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